
宮崎ブライダル＆医療スポーツ専門学校 

 

授業科目名 
スポーツ栄養学Ⅰ 

 

年 次    １ 年 

学 科(コース） 
  医療健康スポーツ     科 
( スポーツトレーナーインストラクター  ｺｰｽ) 

担当教員名 仁田脇 真奈美 開講年度 ・ 学期 ２０２５年度 前期・後期 

授業の方法 講義・実習 週時限数 １限 年間授業時数 ４０時間 科目区分 必修 

実務経験の

有無 
有 実務経験 医療機関、保育施設へ調理助手として従事後、料理学校を主催。 

授業の概要 

（実務経験を

活かした教育

内容） 

体づくりや機能向上をサポートするうえで、正しい栄養の知識は欠かせません。 

この授業では、運動指導の際に必要な栄養学の基礎をベースとした食事戦略を学習します。 

自信の食生活と照らし合わせながら、指定教科書を活用し、講義と質疑を展開します。 

また、クライアントへのレシピの提供を想定し、実際に調理をする機会を持ちます。 

授業の 

到達目標 

栄養学の基礎を理解し、目的に応じた食事計画を立案、実施することができる。 

授業計画 （4月）オリエンテーション                     （10月）栄養素（ビタミン） 

    栄養によるパーソナルトレーナーの役割           栄養素（ミネラル） 

（5月）栄養カウンセリングと栄養指導はだれが行うか    （11月）増量① 

    食事評価①                             増量② 

（6月）食事評価②                         （12月）減量① 

    食事評価③                             減量② 

（７月）エネルギー①                        （１月）減量食の評価① 

    エネルギー②                            減量食の評価② 

（９月）栄養素（炭水化物） 

    栄養素（脂質）                        （２月）サプリメント① 

                                         サプリメント② 

                                     （３月）まとめ 

成績評価の 

方法 

筆記テスト、実技課題（献立など）、出欠状況、授業態度 

準備学習・ 

事後学習等 

日常で自ら家族が摂取する食事を観察し、栄養と食事を自分事として捉えてみましょう。また、その時々

の目的に応じた食事や間食を取り、自分の体や体調の変化を分析してみることで知識としての栄養で

はなく、栄養や食事を楽しみながら意図を達成する手段ととらえられるようにしましょう。 

テキスト 第2版 NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識 

参考書・ 

参考資料等 

担当者が授業時に関連した文献を紹介します。 

その他 

（学生に対す

る要望、メッセ

ージ） 

 

特になし。 


